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1 . はじめに 

 農業の効率性を目指す従来の水田圃場整備

に対しては，生物多様性の観点から様々な問題

指摘がなされている．その一方で，松井ら

（2002）は，整備済み水田排水路であっても水

生生物の生育・生息空間になり得ることを報告

している．用水路については，効率的な送・配

水のために 3 面コンクリート張り水路が主と

して使われ，非灌漑期に全く流れがなくなるこ

とから，排水路と比較して生物相保全の観点を

取り入れにくい．しかし，水田地帯には排水路

とほぼ同距離だけ用水路が存在することから，

用水路にも生物相保全の機能を付与すれば，よ

り一層水田地帯を豊かな空間にすることがで

きると考えられる． 

 本研究では，圃場整備が済んだ水田地帯の用

排水路を取り上げ，魚類が種類に応じて用排水

路をどのように利用しているか，特に用水路が

魚類の生育・生息空間になり得るかどうかにつ

いて，2002 年 4 月から 2003 年 3 月の現地調査

に基づいて検討する． 

2 . 調査方法 

2 . 1 調査対象 

 調査対象を河間土地改良区管内（茨城県下館

市）の用排水路に設定した．調査地点は 1 圃区

を基準に，幹線排水路（以下，幹排），小排水

路（以下，小排），支線用水路（以下，支用）

および小用水路（以下，小用）に各々1 地点，

全体で 4 地点を設定し，魚類の捕獲調査を実施

した（Fig.1，Table 1）．なお，本調査地区に

おいては，用排水路とも幹線および支線は分岐

していないが，用排水路の物理的環境から判断

して区別した． 

2 . 2 調査時期 

 2002年 4月から2003年 3月までの期間に定

置網を設置し，魚類の捕獲調査を実施した．幹

排および支用については，1 年中設置し1 週間

ごとに捕獲魚類を回収した．小排および小用に

ついては，灌漑期である 5～8 月の 4 ヶ月のう

ち1ヶ月につき3日間設置し1日ごとに回収し

た（T a b l e  2 ）． 

2 . 3 調査方法 

 各調査地点の物理的環境および魚類の現存

量を把握するために以下の方法で行った． 

①物理的環境：1 週間ごとに，水深，流速，水

温および水質（pH，DO，EC）等を測定した． 

②魚類の現存量：定置網に捕獲された魚類は，

標準体長および湿重量を測定した． 
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F i g . 1  調査地点の位置 

Location of survey points 



3 . 結果 

3 . 1 魚類相 

 2003年 2月までの期間に捕獲された魚類は，

コイ，フナ属，オイカワ，ウグイ，タモロコ，

カマツカ，ドジョウ，ナマズおよびヨシノボリ

属の計3目4科 9種926個体であった（Table 3）．

以下に，各調査地点において個体数が大きかっ

たタモロコについて週毎の調査結果を示す． 

3 . 2 タモロコの分布状況 

 各調査地点におけるタモロコの現存量（個体

数および平均体重）を F ig.2 に示す．本種が初

めて捕獲されたのは，小排，支用および小用で

はともに 6 月中に0 年魚（今年生まれ）であっ

たのに対し，幹排は 5 月中に1 年魚以上（昨年

以前生まれ）であった．また，小排，支用およ

び小用で初めて捕獲された 6/17 の週は，幹排

でも126個体と顕著に多くの0年魚が捕獲され

た．つまり，幹排では 1 年魚以上が越冬し，春

季 5 月頃から産卵活動を行い，多数の0 年魚が

再生産されたことが推定される．支用では 6

月に 50 個体，7 月に入ると通水が停止される

9/5 まで毎週捕獲され，平均体重は着実に増加

した．以上のことから，本種にとって排水路お

よび用水路の両方が生育・生息空間になってい

ることが分かった． 

4 . 考察 

 タモロコについて，幹排では 6 月に0 年魚の

捕獲個体数が大きかったが，7 月になると顕著

に減少し，代わって支用において 8 月に幹排を

上回る傾向を示した．この原因として，支用は

幹排と比較して捕食者が少ないこと等が考え

られる．しかし，幹排では 5 月に 1 年魚以上，

その後 6 月に0 年魚が確認されたことから，世

代交代が行われたことが推定され，支用では

9/5 の通水停止に伴い，6～9 月にかけて成長し，

現存量としては大きかった 0 年魚が死んでし

まった結果，世代交代が行われなかったことが

推定される．今後，水田地帯の魚類相保全に際

して，用水路に生育・生息している魚類を通水

停止の前に排水路等に避難させる等を行うこ

とが求められていると思われる． 
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 F i g . 2  各調査地点のタモロコの現存量 

Existence of Gnathopogon elongatus elongatus at survey points 

地点 区分 非潅漑期の 水路構造 水路幅 水路深
流水の有無 (m) (m)

幹排 幹線排水路 あり 3面ｺﾝｸﾘｰﾄ 3.20 1.20
小排 小排水路 なし 3面ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.60 0.90
支用 支線用水路あり(一時) 3面ｺﾝｸﾘｰﾄ 1.50 1.38
小用 小用水路 なし 3面ｺﾝｸﾘｰﾄ 0.25 0.25

地点 　幹排 　支用 　小排および小用
・2002/4/18～4/19 ・2002/4/18～4/19 ・2002/4/18～4/19
・2002/5/20 ・2002/5/20～9/5 ・2002/5/20～5/23

設置期間 　　～2003/3/31 ・2002/12/20 ・2002/6/17～6/20
　　～2003/2/28 ・2002/7/22～7/25

・2002/8/19～8/22

No 目名 科名 種名 幹排 小排 支用 小用 計
1 ｺｲ ｺｲ ｺｲ 10 4 5 3 22
2 ﾌﾅ属 4 2 5 0 11
3 ｵｲｶﾜ 4 0 0 0 4
4 ｳｸﾞｲ 11 0 13 1 25
5 ﾀﾓﾛｺ 231 17 159 17 424
6 ｶﾏﾂｶ 2 0 4 0 6

ｺｲ科稚魚 7 0 17 0 24
7 ﾄﾞｼﾞｮｳ ﾄﾞｼﾞｮｳ 87 217 6 0 310
8 ﾅﾏｽﾞ ﾅﾏｽﾞ ﾅﾏｽﾞ 91 2 6 0 99
9 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ ﾖｼﾉﾎﾞﾘ属 1 0 0 0 1

計 448 242 215 21 926
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